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の遺

W紬脇蝋雛の夜

Y狐bu鎚B搬から調養地凄で軸よそ鋤脇紐海

沿いに北上してきんざん苦労し花私たもぱJe船出へ

の適を山番地帯に求め花(鞠聰)自則W紬から

H畑山脈に入り山間部を通りてY醐ち籔銚思疵へ出

ようというわけだ.この買一スは紅海沿いのコｰス

よりも章の往来が少なく途中には大し花村もないので

ごく一部を除いては遺らしい遭淋ないばかりかガソリ

ン汲タンドもなくドライブ紀は決して道警ではない秘

海抜600鮫前後の谷間を通るので涼い･のが何よりの

得策溶軸

午前8暗からおよそ竃時間を費やしてキャンプを莞

金に撤収レ淀私ちは鰯ゆ遣にはなる赫ひ挫嚢ず鳩

W曲へ出杖削此花曲

午前エO時工O分UmG鮒野磁鉱山跡の等ヤンプ地を後

にしてWa磁Ham曲穣を北へ曲るとキャンプ地は

一瞬の申に視界がら消える曲再び訪ずれるごとも衣

かろうこの由緒あるキャンプ地は秘淀ちにとって調

査基地でありた花げではなく目炎の辛さと細びしさと=

そして変転きわ塞りない自然の蓄びしさを通してこの

荒漠走る大地に強く生きる人冷のたくましさと切なさと

を心でそして肌で教免わずらわしい人間社会を蝉け

小村幸二郎

であくまでも自然の意のままに生きようとするベドウ

ィンの真の姿を理解させてくれた所でもある.それだ

けにこれが見納めかど思うと岩肌を削る風の音さえ

ひとしおわぴしく感じられる.

ユ謹暑養級

第91図A1Wa曲からJ6dd山への道

キャンプ地から潟よそ弧触は拒れたW象d1肱幽1y鼓

の一角に幣､積望紀燃克て新しい人生を迎え淀着い愛人

のテントも一族めテントも既紀なく今頃は章を求め

てギごを旅しているのだろうか漆黒の闇に花嫁淋舞を

演じた場所め傍は辛うじて生湊扱秘らえている灌木の枝

にはそこで生活を営んでい花入冷が既に旅立ったこと

を示す一片の黒布が強熱な光の中にわずかに揺れて

いる.Wa磁Ha脳登五yaからW拙驚鰯yb沿いに颪

へ繭る丘陵地帯の一制こはブ茅ントン減ンパスと巻尺

とを用いて地形風を作成しこれを用いて調査を行扱り

たU㎜臨欄粥飾重A曲S的滋慧鉱山添ある｡その露

嶺を右に見て水井戸の試錐か行な細れているW瓢出

Z泄醐加(第92図)沿い忙酉へ陶かい則W小紀着く睡

合目もまた紐海の碧さは目にしみるようだ.AlW籔jh

に到着してすぐナｰセル殿下ぽ挨拶した後ガソリンや

若干の食糧を購入しn時30分会箪一斉紀則繊山

脈の内ふとζるを冒ざして出発した｡

鏑夢姻留

水雑戸賦錐梯朽匁勅叔てい蕃桝駁滋落飾薮油穣労の丘は翰幾から落る地表

からの深度7醜で飲栂水として利用で慧る割合いに良質の水に着いている�
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(石英の父)鉱山付近の花樹岩地帯を過ぎると突然

右手に広大な砂漠が広秘る,そしてこの砂漠の一角

に一きわ高く襲える花陶砦の希ナドノック畑ba1鮒R浸a1

(900卿)が宥前方税罫から姿を消すあ遣はいよいよ山

岳地帯に入る(鞠忽図).山容は急に強しくなり先カ

ンブリア紀層の変成度は東へゆくに従って次第に高くな

っているのか調査地域内に広く分布していた砂岩を主

とする地層は次篤に姿を消してこの付近から結晶片砦

類秘員立つように松る,人影は全く屍克ず葦の轍を

･かすかに残すこの曲りくねり危谷紀は紛のような白砂

が厚くだ凄りているかと思克は大慈な閑礫がどこ曳で

も続き安らいだ気持で運転蝸衆る部分は少ない､車

は容激なく揺れ場所紀よってはをぎす護された刃物の

ような看赫嚢るで獲物を待ち受けているように突脚

ているので油断をするとタイヤは一瞬の刺ζ切れてし

まう.全く気苦労の多いドライブではある.

態やその密度やζの谷を埋めている土砂に見られる流水

の跡は明らかほζの付近が紅海沿岸地域よりも雨

量に恵まれていることを物語っている屯谷間の夜はや

はり早くやりてくる山ここでも遼転事帝人夫液ちの

聞で雲ら熔前進するか泊るかで少寿もめたか2⑪o頭

ばかりの羊を連れたべ汽ウイン秘ζの広場の片隅ぽテン

トを張っていることが分かり羊を購入するζと添容易

なため結局はここで泊ることに落着いた.この付近

腹具合か良く怒る気配は一向に狂い.

下痢の原因はδ日前の夜飲ん淀生水だ呈

第92図｡

ヒ中ットの先端

鏑婁獺も

隷鎖⇒幾とそれ壷離遼淀大灘ト嘗漠我藁;輸塗ζの幾度}こ埋めて嬢⑳鋤擬壷=醜いで

な喝湖責で震漁湧議簑剛乍繋ができる

妙紀喉かか

鱒獺星汐潔トの先端�
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わいたその夜炊事場で潟湯をわかして飲むつも資でテ

ントを出だ私は炊撃揚の片隅ですでに寝入ってい蕃は

ヅクを起こすのも可哀相応と思って湯をわかすのをあ

きらめ身体に悪いとは知りながらドラ払栂組入れ花

生水を飲んだ.多少のゴミが入ってい篭ことを予撮は

したポ真暗なだけにそれも屍え狂い.今日汲んでき

淀ばかりの水が一榊こ入ったドラム缶にゴム淋一ス･を突

込みその先端を強く吸って水を副き鐵ツブ終受けた

水を一気に飲みほし花.いつもの水と遣りてその水

はなまぬるくそして妙に脊輿くて変な瞭たつ花品

目頃文夫な身体だけに甘く兇たのがいけ低かっ花曲

率榊テものすごい腹痛で帥葦さめて以来下痢が続いた･

闇を蒐つめ扱瀦ら夜の鯛はる湯彰梼顯懇例のドラム缶

の氷を洗繭籍隠愛げて規て鷲爽繍秘淋ゴミに混って

ボ鵡y効巧盗費漢淡泳い繊渇湾は稼いか.それを

屍稔捧端熔胸秘轡かゆい尽も夢後⑳祭だ.

そ⑳後争黒閥ふ蜜娯疋く葛瀬浮をぬぐうことさ免億

ぐ移滋は澄蕃巻登､篶織篇災該篠腹瀞磐を秘謹んしっづ

はでい施溶は瞭滝⑳鎌涼,ジフ飽猟籍狐て闘愁抵く漁る

もい抵がりだし箔布をすっぽりとかぶり蚊帳を完全

ぽ張っていたので仮り紀蚊や毒蛾な肋婁尾花をしても

全身を期されるおけがないしジン嘩シンでも狂い｡

何に刺されたのかは未だは分らないがこのかゆさは

その後愛週閥も続き発疹の一部が化膿した同僚き史屠

た.狛滅畿鮒繊でキャンプじ花被真暗闇の中で

首にイナゴ犬の毘餓淡然止吻花由金く不意のζおな

ので一瞬ぎくりとじて慌ててそれを払いのけたが

後の祭りものの養分も花り花時隠は昆虫が止った首

には大意溶薫薫ズバレか数奉出来てい花.ものすごく

痛がゆいζの薫薫ズバ刺㌶閉口し花秘全身が労忽く

なるこの漢餐な経験はは㌫めで想｡しかしそれ蛮で

私を苦しめ続けていた激しい下痢はこの朝を迎克て

ピタリと止襲り腹の旗は朝食を待ちこがれていた.

あ一ち不思議これも神の抽がけか､アラｰ1アクバ

ル(神は偉大溶り)

第艶図A脇賊榊鉱{め繭芳純鶯脇紺遼の飽瀦ζ彩村逝慧嶋搬畑山

脈の中核へ入っていく

珊拙豆搬雛磁の氷

箏煎琢鱒縫嬉峯緊秘録体蟹嚇抄瀞肋溝稼秘蔭災

欝§鰯珊繊滅簸繊鮒繍蜘泌脈の鍛嚢櫛怒鑓繊溶⑳で簿爾螢

秘夢曽切花劣婁秘叙婁爽嚢遼沫あ漕櫛て㌢喝後方の山は点

敏緑色片砦戚敏誘織肴葉片岩からなる�
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ッドを抜け出し朝食をとりて濠時紀出発した｡

出発後およそ五時間蝸k腕ばかり走ってベドウィ

ンの墓が20ばかり並んでいる小高い丘で小休止する.

時速26k狐近代科学の創造物も自然の荒業には十分の

カを発揮することかむずかしくその速度は将に牛歩並

みだ｡この付近の谷は狭く両側にそそり並つ結晶片

岩類の山は急峻である由一書わをびぬけて断崖を作っ

ているのは石英片砦だ(第96図)世冬撃には雨量秘やや

多いの怒るう谷間には灌木や章秘結構茂り野鹿の鮮

か身軽に跳んでゆく姿もみえる由

亙⑪時3⑪分ば出発する生相変らず谷底を走るので道

は悪く輩は激しく身をゆす資飼婁ら繭へ向かう岳エ

ンジシの響は山寺吾に怒凄して護るで断末魔ぽ職ぐ野

獣のうなり声のようだ苗五エ時3⑪分は双拙臨拙紀出

た岳'ふ想んは水の流れを現ることもほとん竺ないζの

谷熔は蟻貞節慰上流で降り旅大爾を集めて濁流か渦を

巻いでい施(錦9欄)苗迂の国へ慧てはじめて見た水の

流れは砂や泥を含んで褐亀想｡&ても飲める代物で

はないか人実や運転等彪ちぽとりてもこの流れは珍し

いのだろう彼等は頭蛇かぶりた布(ゴトラ)を広げ

て一麻ゴミをこしてはその水を飲みかつほこりに

漢みれた身体を沈勇の紀懸命だ｡

園の繁栄をそして生潜のうるおいを水の乏しさで大き

く妨げられている彼等ぽとりてはこの濁資きりた水も

漢だ悪臭書吏放つ水も貴重な宝だ畳喜療として濁

流にたわむれる彼等の姿を見ているうちに私は胸苦し

さを覚えた由幅25㎜ばかりの川の中央部め流れは急で

立りているのが精一杯だし深い所砥至狐以上も齢る曲

お襲けに車を俸めている川岸は高窓霧那ばかりの崖と

なっている.しかピどうしても渡ら溶ければならな

い.ここから引返して紅海に沿って繭下するとなると

少なくとも愛属は遅れる里繭進か後退かでまた論争か

と思ったのも廉の聞㌘前櫨あるのみJあいうことで呆

氣恋く療議一決した害そうなると勝負は早い吉全車

を少し後退書せた後川へ入って通りやすい浅い場所を

探す連帯を除いて全員が又頂ツブや木片を手にして崖

を削りにかかりた､そしておよそ蜘分の後には大型

ポ受ックが楽は通れる坂道カミで書上った.

いぷいよ出発想由紅海の難所を越えた時と同様に

ここでも先発は前輪駆動のきく中型トラックを運転す

るアブラヒムだ.う裏い｡運転台塞で水につかる車

を巧みに操縦してアブラ虹ムは一気ぬ渡り切り淀曲

次はジｰプの番怒呈この運転手は川の中央部の深み

で水力婁入鴛たために急におびえたのか一時黒シストし

たがそれでも無事に渡りた｡しかし背の低いジｰ

プの後部熔積んでありたマットレスや毛布の半数はずぶ

ぬれに扱りてし襲った曲ジｰプもトラックも次冷に渡

り最後は大型トラックだ.片言の英語を話し背が

高いので私たちからロングと呼ばれていたこのトラック

の運転等はη滋軌卿a重鉱山のキャンプに着いた目の

夕方仲間鉦ふざけていて昆にカ黒ジ傷を負った時ふ

藷出る血を屍て大藩狂図体熔似合わず真青恋顔でわ衣

わ溶あふる免花ものだかここでもやはり水におびえて

大失敗をやらかした｡伸閥添渡りやすい場所をてい

ねい1蔓指示し車を誘導してくれたにもかかわらず坂

道を降りた途端にハン芦ルを逆は切って深さ1皿ばか

りの泥の卵へ車を突込んでし漢わた(籍98図).

妻あたいへんだ､深みにはまって｢ガタ内と車が

侍り花瞬間伸間カ婁ワｰヅと馳け寄って悪戯雑言を鉄

砲玉の攻う紀運転等紀浴びせかけた､運転手は自分

が演じた失態だけに反抗することもならずそして

纐鰯艶畑出燃脅機材遊の地形

硬い葛糞帰鐙(上刺αぴ搬している部分)が一種のケスタ地

形を遺物でいる濠下脚ζ帯状はみえる部分は新しい川の流

れを涼してい義

鶴鰍鰯獅籔滋鮫繊逆

上競鷲大爾が隣鳶&錐艦むのぶ簑潅川淡できるがこの水も数

翼刺ζ1嚢莞鋤ζ瀦吏災蒲総澱壌鑑(洞谷)に戻る後方のI』』は

繊簸飾な緒轟狩諸姦嶋匁蕊�
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者で何とかしなければ扱らないごとが分かり切りている

だけにr沈黙は金Jの格警を忠実は守るだけ想自

それから笈時間余り全貴海水をかぶりな秘ち土砂

をはね石や木を入れウインチで引張り押して孜

うやく故障柱くこの車を渡すこをかできた｡

私たちも連中も疲れそして完全紀空つぼに拒りた

腹をかかえて全車無事に渡り切っ花脚ζは繋猪感も

あっていささかグロッキｰになっていた､しかし

ぐずぐずしてはいられない由予期せぬ時間を費やした

私花もはビスケットとお茶あで空腹を一麻溝花して

次のキャンプ地へ出発すること記した.

私たちが濁流を前に悪戦苦斗している瞭ラクダを連

れ花ベドウィンかやって慧施由その多く澄子供だ(篤

99図)｡流れのゆるやかたそして浅い場所を探していた

このベドウィンはやがて親ラクダを蜜ず夏頭渡そう

とした秘珍漢ぬ生まれ砂漠に果てる運飾海生巷るラ

クダは水に恋しみがうすいせいかおび免て先へ進も

うとはしない(簾工00図).

｡手にし淀小枝で尻を叩こ簑が全身のカをζめて等綱

を引張ろうが四肢をつっぱって頑として動ζうとし抵

いラクダと何&してでも渡そうとするその努をの閥紀意

地の張合いがはじまった吉漢わり終多勢の人かいるの

を強く意識しているのであるうメンツを何ぷ算愁蟹ん

じるアラビア人らしく強引匁そ⑳男陵反抗して激を求

めるように泣くラクダの姿は哀れである由

しかしそ?魚は乗気抵く終りたラクダめ捕脚を

折って水辺に坐りこんでしまったのだ.

砂漠の民ベドウィンになくてはならぬ大事なラクダに

対する愛情と冷静さとをこのベドウィン紀炎抵おせたも

のは一体例花るうか曲もし私たちがその場に居合細せ

なかったとしたら彼は水にひるむラクダの等綱をや

さしく引いてより上流へ胸かいそしてより安全な

場所を見出して無翻けクダと則にの川を渡って行

ったにもがいない｡責められ脚を折り濁流を目前

にして動けなく匁つ花ラクダの泣声は漢わりにそそり

並つ山川叱怒漢して私花らの鞠を克ぐった岳痛さ

紀耐免かねてかそ総揚ぽ見捨てられることへの悲しみ

かそれを屯再び子供たちを相克克ることのない永遠の別

れの辛さか念糠を悔悟悠溝葛た表情でその場を去って

行く飼主の後を遺うラクダの視線淋ひとしお哀れである.

傷ついたこのラクダは時を経ずして死に果てることだ

るう白水紀飢菟花入海の心を驚喜慧せ花う花か花の濁

流を目前にして去り行く子供たちの後あ姿を悲しく見

送りながらこのラクダは死への道をたどる｡砂漠は

自然は何故1に･う漢で非情なのか吉

泣巷伏すラクダを自分と慶蜜換克てその哀れな姿を

屍ている申に私⑳胸の刺ζは激け噛り秘ごみ上げて

きたしかしその憤算を碁うし花ら淡いのか私に

は将ラする術もない｡もしもこれ位紀非情でなげれば

砂漠で生き抜いてゆげ放いあし施ら少なくとも私には

砂漢の民をしての資格はなさそ簑だ彗

4時10分ぴっしょりに濡れ危篭布や呼潔ト汐スも大

ぶ乾いたので手早くジｰプに積み込みWad三脇紀

を後にする市それからおよそ鋤分後強りくねった狭

い谷を過る頃栄ツリ潔ツリと大粒の爾が降資出し淀皿

ζの雨で濡れた車のヌ轡ントガラスには砂塵がべったり

とついて間もなく見通し淡きか溶くなっ花帯ワィ

パｰを動かそうをし花が金く動かない由もっとも一

年中爾らしい爾秘降らない所だから双イパｰを必要と

することも稀なのだるう､羅時30分紀桝置d呈∬亘町h

絶着いた吉今夜の野営地だ(第10ヱ図)

篤艶図深刺ζは濠ゆて並徹室し恕ト繋潔タ墨鍛繊燭彩ジｰダ(管ン洋鶏鱒顧

膵一パｰ)入爽次葛等繭⑳轍の繍鎗勇墳鐙灘一汲で義るが･

このト薫泌夢錐宥鰯か塗川へ鱗簑淀憂淀茄絃蜜壷蝦榊スを…ま

ずして盾の深みへつつ蔓んでレ蜜悩愁

瀞磁概鮒牝ヘニ却櫛て嚢淀茅れダの鱗�
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■㎜1ayhでの夢擦

小砂利を敷き勇め危ぶ浸なζの広場付近1&は小高い昆

がうねり遠く衝の彼劾副議醐搬山脈鰯峻険撚漢る

で墨絵のように浮ん鷲満苗簿猶淡鳶度縫悩襲窪れる

蚊も蝿も見えず兼娘ンプ紀は絶蔚の場所怒ある由

野営の準備の一騎繍畿狐篶蕊り腿汐一郭⑳泌淡汽

ルをとって､丘鰹襲杓夢滋鑓鋒怒鶴宥鰍譲慧り愁花

たず雨上りの故濃澄勤給の一部樽戴難⑳新薬勲拙て

茶褐色の風熟ぴ渇濠りを添免撤耽.

ここは到着しで談ぐ秘愁葛は同行⑳遠瞭⑳澄閥ぬ

労苦をねぎらって羊を五頭ふんばつした｡ところが

ろ芯つ花のでそれを尾花と花んに纂ックが息まいた.

通訳はへらへら笑い溶から｢お前の分は確かは脂

身が多いけれども量か多いからいいじ峰ないかJと云

うて渡そうとするのだがコックは相手が笑克は笑う

ほ凄怒り茄つのるのか養紀にんな肉なんか要らな

いJ=&タン漁を切りてしまった.

通訳はコックのζのことばを待ちかねていたように

｢そうか要らなけれぱやらないよJといって笑い在

がらさっさを自分たちの溜り場へ引揚げてしまった昔

r短気は損気J､をは襲ったく的を得施諺だ.

賢頃バカにされているこのコックの怒りはもっともだ

が人夫たちはごうなることを十分に計算し予想した

上で最低の肉を戴ックぽ分配したのかもしれない

第王⑪0図水ぽ抽ぴ麦て州へ入るうとし嫁い鰯貴タダこの尊糞を撮麟

して蘭も捻く節鰯を骨蛎して坐り込んでしまった

欝醐鰯鑑滋澱繊郷重鎮滅

繋敵⑳滋純晩翻鋤顯漱廉灘効慧麗鵜熱潮剣愛

鰭羅狩籍顯籍蜜鑑紡淀鶴鰯綴⑳憲蔵欝溝農滋

欝搬璽ち

概藍養童Y棚襲滅

第醐鰯轟⑳窯斌幾溶護の衆端部(ゴ日ゴ回している部分)

玄武瀞玄葬欝終薮菰鷲である�



一58一

鏑蝸鰯

y鰍も蟻拙郷鐘曲

蜘亘⑳蹴澱葵

く磁餓鋤で

あ鳶

に現実の焼けただれた岩肌の映像も砂漠の映像もなく

遠い音異性を恋いそして楽しく語らうこをの許され狂

いきびしい因習に耐免かねた若者2人が他人の賞を避

けて自分たちにだげ通ずる文字と記号を組み合お世た

誓のことばを秘かに小石に刻み再びここで蓬う賢を

約して長い旅路をたどる幻想が一杯に広がっていった司

そして私はセの石のことを自分の胸に秘めておくこ

とにした.何ら変り映えのしない二石に刻みこまれた文

字を通じて連想が連想を招き私はこの広漠たる大自

然の中で若者たちの激情と沈黙との激しくも繁くしい

青春譜が妙なるメロディをか扱でる夢幻の世界へ没入し

ていった､

Y鯛馳妓蕊臨蝸飢⑳験漠

合資の朝食はいつもより簡素想岳勿チン漁チン紀輸

き切りだパンぽパタｰをつけでがじり賢一恕一を飲ん

で朝食は呆気抵く終った唖ここから谷沿いに7脈緬

ばかり北へ進むと欝五衣瞳葬大戦幾時ぽ破壊害れて以

来放棄されているヘジャｰズ鉄道へ蘭る､一禺蒐花

い欲望に駆られたポ先を急ぐので遂に断念しだ曲

7時遂0分不曲泌を一割こ出発する由一員漢ぐるし

く曲りくねる谷には高窓警蹴ばが聾の木か青冷と茂り

鳩に似た業くしい鳥が数エ棚の灘を溶じて小枝虹たわむ

れている.ζの鳥は割合いに肉付誉か漢<敷騨の

的1こなりやすいのでガイドにとっては絶好の獲物想珀

ジｰプ赫突然停漢り隻眼のガイドのメィｰズか箪から

飛び降りた.星音を忍ばせて鳥の灘は遼つい花メイｰ

鏑鰯灘

鰯薮灘⑳淡潔潔爽訟の撚�
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等後髪蒔3⑪分.Y鋤b蝸!臨h買の東方馳㎞切Y劃沁双

如N拙誠に着い花｡ナツメヤシ嚇広く茂るこの村

の象は多くが泥道り鶯(篤醐図)曲崩れ落ちた塀や無

人の象かごの村の盲い伝織を物語っている半繭より

新しいものへの移行を親おしている曲並並ぶ家並の一

病虹栄ツン斌ツン&一蜜加胃立つブ漂ック造りや飯ンク

リｰト造沙の象はより豊かなそしてより早く近代

化の波を受入れ花人海の佳屠の象徴なの想うう｡

村はずれの井戸のほ〃で一寸一休のつもりで車を停

め施茄後続の大型トラックをジｰプとが姿を見せる気

配秘注い亜大型ト受ックのことだし途刺ζ砂地もあ

つ花ので事閥蔓吻ているの淀ろう&安心していた秘

1時間待りても現勅れずい慈さか不安はなった宙そ

れから間も溶くジｰブを五合出発させようとした時

砂ぼこりを上げてくるトラ潔クか貫に入り残る載一プ

共は無制ζ到着した､聞けばトラックとジｰプが故障

し修理の恕めに遅れたの花をいう串ここで先忙着

いて迎へ虹行ζうをしていた通訳とζのトラックの運

転等との閥紀いつ果てるともしれないつかみかから

んばかりの大口論然はじ巌棚た山

それからおよそ30分の後シャベリ疲れ喉が乾いた

のか簑人の毒雷も次第1ζ紀ぶり仲裁者が入り花のを

機紀激しいQ論もようやく轟を閉じた.こうし淀ロ

ゲン吻の績衆はいっでも同じだ幸メンッを重んむて㎞

券も退るうとしない彼等には本来ならばケンカの終

末はやってζ匁い岳怒からいか紀激しく対立しても

おる艦度時闘添たてば彼等は必ず仲裁者の出現を

待つ次う紘扱る嘔そしてケジ秘つくと今蛮で憎み含

つていたζをか蜜るで嬢のように互ぽ手を当りキス

をしてはこにこ笑っている皿こん匁ごとなら互に

すごみ禽つてケン吻をしなければいいと思うんだが

そうもいかないの芯ろう凸全く不思儀淀由

欝鱗鰯婁勿ナｰゆ瀞冷終み鎌備鉾芦Y繊腕触鵬鰍蟹夏

等餓申剣ζ下へ醸夢篇積駿湯峨義遼操のI上I熔金輯鰯鉱床

地祷

ζのオァシスはは珍しくカナｰト(人工の地下水

路)かあり卦戸(欝夏0遂図鼠)から10竣ばかりの看段

を下妙危所を流れる水路には清水か豊かに流れウグ

ィにぷく似花小魚渕晒ばか蔓気持よさそうに泳いでい

液(第脳園も)掘抜丼戸ではみられ恋い添カナｰ

トの所刈ζ掘られたこのような井戸や流水のある泉には

必ず小魚がみられる.1見誰か渉飼ってい為のだ

ろうと思われ淋ちだが上流に毒物を投げこまれた場合

には下流の魚は毒死するので実はこうした魚はそ

'の水を利用する人畜の生死の鍵と匁岱ているのだ,こ

れも生活の饗恵の一つの表われであろう.この清氷で

渇をいやし休息した後出発チることになった.目

没までには凌だ!時間半はある.頑張れぱYanbu藪1

臨h奮紀は明馳坤紀讃けるしそれから如銅幽畿

簾蔓聰鰯稔郷遂鰯簸の鉾野⑳下鰹綴

煮鳶嶋崖へ糟氷が淑灯い義地下水畷を流れてはいるが

上方が砂や小砂剃であ夢気温が高いので水ほ波まぬる

い�
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では補装道路を一走りだ.暮しさをかくし誉れずには

しゃぐ人夫たちをもう一息だと励まして出発し花衙

とζろかものの30分も走った興先頭を走りてい次

大型トラックが砂漠(第10S図)の真ん申で箪輸の

半分を砂の中に突込んで完全に立往生してし裏ゆ淀｡

絶対絶命.他の車を救出にやれぱ今度はその車

が立往生することは胃に見えている｡止むなく他の

車を迂回させて深い砂に昆をとられながら救出紀陶か

う長さ3㎜ばかりの丸太を車輸にかませ車体の下記

身体を乗り出して砂を手で掻書出しものすごい砂塵を

まともにかぶりながら蛾撤20c㎜と筆を進めてゆく

瞬間的に事故を起こしかねないこの作業ぽ疲れ果て化

身で必死に取組んでいる人夫淀ちの姿は繁くしい,

§時15分懸命の努力は終わっ花.それ漢で職ぎっ

ずげていたトラック那漸やく自力で走り出すのを屍て

人夫たちは砂漠の果にゆったりと沈む真紅の太陽の残

照の中で一人残らず飛び跳ねて喜こんでいる.そ

うした彼等の姿を見つめながら私の賢は次窮ぽうるん

でいった.この現場から酉へ眺㎜の地点で逢回し

た車を待ち遂O分後に全車無事に集合し従もののこれ

からY紐bu副遣血漢での間に横たわる砂漠を乗り切

ることを思うと要心が先に立ちこの夜はY触腕A〆

N拙磁から晩沁逐a1臨血rへ引かれている水道管の近

くで野営すること絶なった.

暗闇の申に遠く明滅するY棚脇むB拍の町の灯を

見ながらこの仮寝の宿は人夫や運転事たぢにとってさ

ぞ耐免難いものであったろう｡彼等と簾を合わせる度

に｢ムタァツ党フ(悪い扱あ)｣というと｢マｰリッシ

臨厳の灯秘一つ藍た一つ消えてゆく.

声もようやく杜絶免たようだ｡

人夫逢の請じ

舶劔岱&地へ

6蒔30分起床山陽はすでに昇り砂漠の真只中に並

ぶ携帯ベツ浮ばは輝やく光の波がさん慈んと降りそそ

いでいた.そよ風終扱ぶら抗なから心鑓輿く眠ったせ

いか疲れは漢ったくとれ寝起きは爽快心,昨夜寝

る前にカヤの上に毛布をかぶせ朝の太陽光線を避け

る芋だてをしたの祉功を奏した白

7時に朝食｡まだ醐早いというのぽ砂砂漠の真只

中で直射沈を蜜ともぽ受けているせいか朝食を&りて

いるという実感がわか扱い｡翻食後は周を恩す習慣を

身につけている人も人員を鑑ぎる物秘密り花く屍蜜ら

恋い場所怒けに今翻はその縞務

めも潟休みだ.

轟時獺給金無一斉績胸発峻

紗麓塗巻営沃一熱誰⑱砂珍漢彰

渡簑慧繊懇嚢騎鰯紛熔潔鋤碗

銚麟搬縫逓い繍裟遠路溶出る苗

次む藩壌縫蝿鳶濠籔滋踏繕は欄

褒鰺蔀箪の影は雛蒐瀞㌔.藁

一一=一応あ渇銑は灘禰旅愁繰滋湾駿猛

⑳滋塗杓淡雌鋤棚嘩淡蟻

蕪淡穣ま惹鶴托鳶銚砂駿気密

総滋憾沸慧鋤沙滋《瀞･由約

郷嚇齢⑭介添熊資破獄で腕搬

臨鯛灘腿讃慈幸舶搬筋へ螂纂

澄鰯顯斑滋滋繊狐獺破獺鰯ζの

分岐点1ζば時間的ぽ旅行者淋少

参霧至⑰§慶螢Y籔独も独幽艇鐙繊謹豆遊く

⑳繊繊藻�
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ない頃なのか茶店には客も見当らず主人と小間使が

のんびりと水煙草をくゆらせでいる辛

もう何度もこの茶店で休息している故か素通りでき

ない義理のようなものを感じて今度も何となく立寄っ

てしまった.後続車を待つぼ格好の場所というご&も

ある由例の如く甘っ液るい紅茶を飲み恋秘ら後続

車の到着を待つ内にJe舶ahとA玉M1霞磁蝸ムの間を走

る定期バスが通った畠真赤粗大型バスはドイツ製で

料金ほ1人当り魯00円涼し気な水亀と白色ρツｰトン

カラｰのマイクロバスは資本製で料金は16⑪⑪円である｡

螂k㎜の遠距離を走りてζの料金は安い､ζれは至4

の櫛段渕凄円竺いうガソリンの安さにもよるの登ろう串

遣油臨鯛郷を出発すれば次の休息地は賄b玉山だ.

一定間隔をおいて出発した車は途中快調に走って'

Rab五ghの行きつけの茶唐に順々に吸いこまれてゆく.

ちょうど昼食時とあってかなり大きいこの茶店は結構

賑わい.魚の唐揚にかかりっきりのコックぎんば大繁盛

だ申例紀洩れず私花ちは焼飯と魚とで昼食を済濠せ

牟･いつもなら率後のんびりぷお茶を飲み昼寝をし

て時間をつぶす遠串も加鎚挑を員前記しているせい

か今日は馬鹿紀屍が軽い｡

加湿搬蜜で蜘脇い災い攻最後の一走りだ.賄･

bi釣を出発して闇も柾く東の塞が褐色に染凄り急に

陽がかげった血砂嵐芯と思う聞も抜くものすごい強

風熔あおられた秒が曹な立てて車体を叩き視野を

完全終遼ってし凄りた昔時速エ00脇はこうなると恐ろ

しい.運転手のモハムｰドに｢遠路からはずれて停

車しろ｣といっても｢マｰリッシ刺と返事するだけだ.

いくら車の往来が少抵いとはいっても対痢車が絶対に

ないとはいいきれ狂い.もし対胸章がζの砂嵐をつい

て走ってくるとすればお互いに畜同然だから正面衝突

しかねないしまた後続東カ洞じように走ってくる可

能性もあり危険この上ない.そのうち1こ車は道路

を斜めに横断しゴツンとにぶい音を立てて道路を左へ

それた｡運転手が慌ててハンドルを右へ切ったため

今度は車は道路を右へそれて砂漠の中を走り出した.

道路からそれ道路へ慌てて戻し時には道路からそれ

たまま砂漠を走り完全海千鳥歴淀,視野が全くきか

ないので無理はないと思ったか衝突事故を想像すると

身の毛がよ想っ.車秘遺賭からそれる周期が次第紀早

くたった.

身体を乗り出して運転等を現ると半ばハンドノレにも

たれかかり貝を閉じているではないか白いくら砂嵐

の中を走っているとは云えどうも様子がおかしいと思

り松完金な居眠資運転だ.

遂に蕪を停めて砂嵐が終るのを待つことになった.

後続箪の様子は全く分からない.

時間ばかりか容赦なく過ぎて濫冨が出る頃になっ亡

ようやく砂嵐秘静まりそうに扱った､そして運転

手の｢大丈夫｣という気亀ばん溶青葉を信用して出発し

たもののそれから1⑪分も花恕匁いうち紀再び糧界は

2～3狐になった,何が大丈夫溶古運転手は相変ら

ず居眠り運転をしているのか輩は右へ行ったり左へ

行ったりまるで正面衝突を目論んでいるかのように走

り続ける.何度停車しろと景らても云うことをきかな

い運転手の態度に遂に私は業を煮やしてそれからは

居眠りを防ぐために運転手の頭や肩をコズキ続けるこ

とにした.何処を走っているのか皆目分からない.

突然視界カ欄け紅海の碧い入江が右手に目にし

みるように見えた.海水浴場になっているアブホｰ

ルダ仙風は相変らず強いけれども砂の厚いべ一ルを抜

け出したせいか真黒の道路を這う砂が画く模様ポ砂

嵐の襲来をわずかに告げているにすぎない､

ここから拙撫h凄では3脈㎜の至近距離だ皿運転

手はJeddahを目前にして貝をさましたのか車は道

路の右端を快調ぽ走顯てゆく､全く憎い奴だ缶年

後4時に検問所を過ぎ4時40分に私たちの事務所に無

事に帰着した,本当に辛いそして苦しいことに朗け暮

れた長い調査旅行芯った.真黒に陽焼けし砂ぼこり

にまみれた今にも泣き出しそうな顔々｡～霧ヅクラ

ン･マア･エル･サラｰム(有難いございました獅気

銃様)Jと告げて夕闇遺る家路をたどる彼等淡差出す

手をしっかりと握りしめてこれまでの苦労にあら花め

て感謝するととも終㌘偉大花った君たちの祖兜⑳叡智

と勇気と努力とを失なうこと板く力強く前進してくれ｣

と彼等に願う私だった.彼等は時を経ずして苦労

多いキャンプ生活を余儀なくきれる奥地へ赴くζと怒る

う.

いつまでもふり返りそして手を振りな赫ら奉って行く彼

等の後ろ姿をし一つと見送りながら苛酷なまでのきび

しい自然条件にさいなまれながら営冷と働く彼等の無事

と久方ぶりぽ蓬う彼等の家族との別れて暮らす切なさ

を補ってなお余りある喜こびとを祈って私はいつまで

もたたずんでいた｡

(筆者は鉱床部)�


